
案件（１）　「令和７年度　高齢者あんしんセンター事業方針（案）」
1． 八尾市における地域包括ケアシステムの構築方針
・高齢者あんしんセンターが対応している、様々な分野の課題が絡み合って複雑かつ複合的な支援を必要とする事例等について、迅速かつ円滑に対応できるよう、包括的な相談支援体制の強化及び充実を図る。
　・災害時等、不測の事態にも支援が途切れないよう、高齢者あんしんセンターにおける情報管理システムの運用を行う。
2． 地域ごとのニーズに応じて重点的に行うべき業務の方針
　・地域の特性を理解し、認知症および独居世帯等の高齢者の生活状況の確認を行う。
　・社会的活動（ボランティア等）を希望する高齢者の把握を行う。

　・事業計画の作成にあたっては、センターの実情に応じた重点的に行うべき業務を定める。
３．関係者とのネットワーク強化の方針
・虐待を防止する意識を高め、また虐待を受けている高齢者を早期に発見できるよう、地域や関係機関等と日ごろから連携を行うとともに、研修や啓発を積極的に行う。
　・地域における介護サービス事業者、医療機関、民生委員の情報について、連絡先や特性等に関する情報を、マップまたはリストにし、管理、活用する。
　・8050問題やヤングケアラー等、複合的な課題を抱える世帯に対し、部門間の連携を強化し各分野の多職種連携のもと、包括的なケアマネジメント支援を行う。

4． 第１号介護予防支援事業の実施方針
・高齢者の地域での自立した日常生活の継続の視点に立った、目標志向型のマネジメントを推進する。
・介護予防支援の指定対象拡大や、居宅支援事業所などの地域の拠点との連携を深め、介護予防支援に取り組む。
5． 介護支援専門員に対する支援・指導の実施方針
・地域の介護支援専門員のニーズ等に基づく研修会や事例検討会、意見交換会等を開催する。
・介護支援専門員が自立支援型地域ケア会議に参加しやすい体制を整備し、多職種との連携により適切なケアプランを検討することで、ケアマネジメントの向上を図る場として充実させる。
6． 地域ケア会議の運営方針
・健康に関する事項を含めた地域課題について、障がい福祉分野をはじめとする地域の関係者間で共有および検討を行う。
・センター主催の地域ケアケース会議において多職種と連携し、自立支援・重度化防止に資する観点から個別事例の検討を行い、対応策を講じる。
・多職種連携の場である「自立支援型地域ケア会議」に、介護支援専門員が参加する機会を充実させる。
・保健・福祉・医療・介護の関係者と地域・行政の連携により、高齢者に対する虐待防止及び見守り体制の充実を図る。
7． 八尾市との連携方針
　・事業計画を作成するにあたり、八尾市が定める運営方針の内容に沿って作成し、また地域包括支援センター運営協議会で議論された内容を反映させる。
　・センターと市の連携を図るため、連絡会議を定期的に開催する。

8． 公正・中立性確保のための方針
・職員一人ひとりが公益的な機関としての認識を持ち、公正かつ中立的な運営を確保する。
・介護サービス事業所や居宅介護支援事業所を紹介した場合には、その経緯を記録で残すなどして、公正性・中立性の確保に努める。
９．その他
　・高齢者あんしんセンターは、個人情報保護法の理解のもと、個人情報保護に関する常勤の責任者を配置し、マニュアルや個人情報持ち出し管理簿の整備など、個人情報の保護に必要な措置を徹底する。また万が一個人情報が漏えいした場合の対応について、職員へ周知する。
　・災害時等、不測の事態に備え、活用できる情報や社会資源を整理する。
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